
トリックアート美術館

錯覚を体験、学び
発 想 力 を 養 う

東
京
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
迷
宮
館「
Ａ
Ｒ
」の
作
品
追
加

横浜トリック
アートクルーズ「

み
な
と
み
ら
い
」に
オ
ー
プ
ン

修
学
旅
行
の
新
ス
ポ
ッ
ト

京
都
　
東
映
太
秦
映
画
村

訪日教育旅行受け入れ
年の長野県

過去最高の人に

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
人
気

時
代
劇
扮
装
や
忍
者
屋
敷

多彩な歴史・文化
岐阜県高山市

北
陸
修
旅
の
魅
力
Ｐ
Ｒ


年
度
に
誘
致
へ

東
京
で
説
明
会

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
　
　
　
　

毎
年

校
の
修
学
旅
行

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

「
高
山
祭
の
屋
台
行
事
」

日
本
遺
産「
飛
騨
の
匠
の

技
・
こ
こ
ろ
」

古
い
町
並「
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
」

飛
騨
民
俗
村
　
飛
騨
の
里

農
山
村
体
験
型
観
光
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日
本
発
祥
の
参
加
・
体
験
型
ア
ー
ト
〝
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
〟
。
平
面
の
絵
が
飛
び
出
し
た
り
、
見
る
角
度
に
よ
り

違
う
雰
囲
気
の
絵
に
見
え
た
り
す
る
不
思
議
な
ア
ー
ト

で
、
そ
の
常
設
館
が
東
京
・
お
台
場
と
横
浜
・
み
な
と
み

ら
い
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
作
品
は
見
る
だ
け
で
な
く

写
真
に
撮
っ
た
り
自
由
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒
た

ち
の
思
い
出
づ
く
り
と
と
も
に
、
芸
術
性
を
学
び
、
発
想

力
を
養
う
魅
力
的
な
体
験
・
見
学
地
と
中
学
や
高
校
の
修

学
旅
行
で
人
気
を
集
め
て
い
る
。

カヌーで探検、落ちる！

「跳び出す鳥獣戯画」

ＴＲＩＣＫＡＲ作品「ドラキュラのおやつ」

お手軽時代劇扮装

からくり忍者屋敷

伊賀流手裏剣打ハイスコア選手権

　
東
映
太
秦
映
画
村
（
京
都

市
右
京
区
）
で
は
、
修
学
旅

行
生
に
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
人
気
。
体
験
学
習
は
修

学
旅
行
に
必
須
の
メ
ニ
ュ
ー

と
な
っ
て
お
り
、
映
画
村
で

は
、
「
見
る
・
学
ぶ
・
作
る

・
参
加
す
る
」を
テ
ー
マ
に
、

京
扇
子
、
京
う
ち
わ
の
手
描

き
体
験
の
ほ
か
、
清
水
焼
絵

付
け
体
験
な
ど
が
あ
る
。

　
班
別
研
修
用
に
は
、
少
人

数
用
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、

映
画
村
な
ら
で
は
の
「
お
手

軽
時
代
劇
扮
装
」
が
あ
る
。

メ
イ
ク
、
か
つ
ら
を
省
い
て

着
物
の
着
付
け
の
み
の
お
手

軽
プ
ラ
ン
。
短
時
間
で
変
身

し
映
画
村
の
江
戸
の
町
を
散

策
で
き
る
。

　
村
内
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
次
々
と

登
場
し
て
い
る
。
時
代
劇
や

忍
者
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の

が
充
実
し
た
。

　
「
レ
ー
ザ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
脱
出
の
城
」
は
、
武
将
・

織
田
信
長
が
支
配
す
る
架
空

の
魔
城
か
ら
八
つ
の
罠
を
突

破
し
て
脱
出
す
る
体
験
型
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。
城
の
中
は

一
本
橋
や
ス
ラ
イ
ダ
ー
な
ど

の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
で

演
出
さ
れ
る
不
思
議
な
空
間

な
ど
の
仕
掛
け
が
あ
る
。

　「
立
体
迷
路
　
忍
者
の
砦
」

は
、
高
さ

㍍
、
３
階
建
て

２
４
０
ブ
ロ
ッ
ク
の
屋
内
型

立
体
迷
路
で
日
本
初
登
場
。

屋
内
の
特
性
を
活
か
し
迷
路

の
中
に
は
岩
落
と
し
、
つ
り

天
井
な
ど
忍
者
の
仕
掛
け
た

ギ
ミ
ッ
ク
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

が
楽
し
め
る
。

　
「
か
ら
く
り
忍
者
屋
敷
」

は
、
「
ど
ん
で
ん
返
し
」
や

「
隠
し
通
路
」
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
か
ら
く
り
を
利
用
し

て
忍
者
屋
敷
の
出
口
を
目
指

す
。
　

　
手
裏
剣
道
場
で
は
、
忍
者

の
得
意
な
武
器
で
あ
る
手
裏

剣
投
げ
に
挑
戦
で
き
る
。
伊

賀
流
手
裏
剣
打
ち
で
、
手
裏

剣
を
的
に
向
か
っ
て
投
げ
ら

れ
る
実
践
道
場
。

　
第
４
回
　
伊
賀
流
手
裏
剣

打
ハ
イ
ス
コ
ア
選
手
権
が
開

催
中
で
本
格
手
裏
剣
５
投
の

合
計
で
ハ
イ
ス
コ
ア
を
目
指

す
。
季
節
ご
と
に
優
秀
者
を

決
定
し
、
賞
状
と
記
念
品
が

も
ら
え
る
。
さ
ら
に
年
間
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は

伊
賀
上
野
観
光
協
会
の
協
力

で
、
伊
賀
特
産
品
が
贈
ら
れ

る
。
ラ
ン
キ
ン
グ
も
随
時
映

画
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表

し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
年
間
を
通
し
て

数
々
の
人
気
ゲ
ー
ム
・
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
期
間
限
定
の
特

別
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い

る
。今
春
５
月

日
ま
で
は
、

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
弱
虫
ペ
ダ

ル
　
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
」
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
中
で
、
映
画
村
な
ら
で

は
の
扮
装
に
身
を
包
ん
だ
歴

代
メ
ン
バ
ー
が
集
合
し
、
コ

ラ
ボ
フ
ー
ド
や
村
長
タ
ス
キ

リ
レ
ー
、
原
画
展
示
な
ど
を

展
開
し
て
い
る
。６
月
以
降
、

話
題
作
と
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン

ト
が
多
数
企
画
さ
れ
て
い
る

の
で
楽
し
み
だ
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
郵
送
、

申
し
込
み
な
ど
体
験
学
習
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
東
映

太
秦
映
画
村
（
☎
０
７
５
・

８
６
４
・
７
７
１
６
）ま
で
。

長野県立飯山高校とアメリカの高校生

　
長
野
県
観
光
部
は
、
２
０

１
７
年
の
訪
日
教
育
旅
行
の

受
け
入
れ
実
績
を
こ
の
ほ
ど

発
表
し
た
。
人
数
は
前
年
よ

り
も
８
６
５
人
増
え
て
５
４

２
２
人
と
な
り
、
２
０
１
０

年
の
５
１
４
０
人
を
上
回
る

過
去
最
多
と
な
っ
た
。
団
体

数
は
１
６
１
団
体
だ
っ
た
。

　
国
・
地
域
別
に
見
る
と
、

最
も
多
か
っ
た
の
は
、
３
２

１
６
人（

団
体
）の
中
国
。

前
年
の
２
０
３
４
人
よ
り
も

１
１
８
２
人
増
加
し
た
。

　
２
番
目
が
１
５
９
９
人

（

団
体
）
の
台
湾
。
前
年

の
２
１
５
２
人
か
ら
５
５
３

人
減
少
し
た
。

　
以
下
、
前
年
よ
り
１
６
９

人
増
え
て
２
５
９
人
（
９
団

体
）
と
な
っ
た
豪
州
、

人

増
え

人
（
４
団
体
）
と
な

っ
た
韓
国
、

人
増
え

人

（
１
団
体
）の
香
港
と
続
く
。

　

年
に

人
（
２
団
体
）

を
受
け
入
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
人
数
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

そ
の
他
の
国
・
地
域
は
２
３

７
人
（

団
体
）
と
な
っ
て

い
る
。
　

上田市西内小学校と中国の小学生との交流

東京スカイツリーとその周辺エリア

　
四
季
を
通
じ
て
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
う
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
は
、
修
学
旅
行
で
も
人

気
の
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
毎
年
、

約
５
千
校
が
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
を
中
心
と
す
る
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
を
訪
れ

て
い
る
。

　
運
営
す
る
東
武
タ
ワ
ー
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
で
は
、
修
学
旅

行
な
ど
の
団
体
へ
の
提
案
活

動
と
し
て
、
地
元
の
墨
田
区

や
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
・
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
ホ
テ
ル
と
共
に
、

全
国
各
地
で
旅
行
会
社
の
企

画
担
当
者
、
営
業
担
当
者
な

ど
を
集
め
た
説
明
会
を
実
施

し
て
い
る
。

　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
あ

る
墨
田
区
で
は
、
２
０
１
６

年

月
に
「
す
み
だ
北
斎
美

術
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。


年
に
は
「
刀
剣
博
物
館
」

も
開
館
。
既
存
の
江
戸
東
京

博
物
館
や
大
相
撲
の
両
国
国

技
館
な
ど
も
含
め
た
強
力
な

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
に
加
え
、

両
国
の
ち
ゃ
ん
こ
鍋
や
向
島

の
料
亭
な
ど
の
食
文
化
も
あ

り
、
墨
田
区
は
修
学
旅
行
に

適
し
た
エ
リ
ア
だ
。

　
太
平
洋
戦
争
時
の
東
京
大

空
襲
に
よ
り
被
災
し
た
地
域

で
も
あ
り
、
東
京
都
慰
霊
堂

を
は
じ
め
、
戦
災
の
史
跡
や
供
養
塔
な
ど
が
数
多
く
残
っ

て
い
る
。
戦
争
体
験
者
が
語
り
部
と
な
り
、
当
時
の
体
験

を
伝
え
る
活
動
も
行
っ
て
い

る
。
墨
田
区
は
モ
ノ
づ
く
り

の
町
で
も
あ
る
。
平
和
学
習

や
体
験
型
を
重
視
す
る
修
学

旅
行
に
も
適
し
て
い
る
。

　
東
武
タ
ワ
ー
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
で
は
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
の
あ
る
墨
田
区
と
い
う
エ

リ
ア
全
体
を
、
区
と
観
光
協

会
と
連
携
し
て
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」（
観
光
営
業
部
）

と
話
す
。
墨
田
区
と
連
携
し

て
モ
ノ
づ
く
り
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
進
め
て
い
る
。
全
国

各
地
か
ら
の
学
生
団
体
の
誘

致
に
向
け
て
、
今
後
は
旅
行

会
社
の
み
な
ら
ず
、
各
県
の

教
育
委
員
会
や
校
長
会
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
も
行
い
な
が
ら

精
力
的
に
提
案
活
動
を
し
て

い
く
考
え
だ
。

春の高山祭

古
い
町
並

飛騨の里

　
「
横
浜
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

ク
ル
ー
ズ
」
は
、
栃
木
県
で

「
那
須
と
り
っ
く
あ
ー
と
ぴ

あ
」
を
運
営
す
る
エ
ス
・
デ

ー
が
手
掛
け
る
、
首
都
圏
で

は
東
京
・
お
台
場
に
続
く
２

館
目
の
美
術
館
。
港
町
横
浜

に
ち
な
み
、
航
海
を
テ
ー
マ

に
設
定
。
海
の
生
き
も
の
を

中
心
に

作
品
を
展
示
し
て

い
る
。
横
浜
・
み
な
と
み
ら

い
地
区
の
玄
関
口
（
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
プ
ラ
ザ
）
と
い
う
交

通
至
便
な
場
所
に
位
置
し
、

修
学
旅
行
の
コ
ー
ス
に
組
み

入
れ
や
す
い
。

　
館
内
は
「
出
航
ゾ
ー
ン
」

「
冒
険
ゾ
ー
ン
」
「
奇
妙
な

船
底
ゾ
ー
ン
」
「
ト
レ
ジ
ャ

ー
ゾ
ー
ン
」
の
四
つ
の
ゾ
ー

ン
で
構
成
。
そ
れ
ぞ
れ
錯
覚

の
不
思
議
な
世
界
を
楽
し
め

る
。
作
品
に
自
由
に
触
れ
ら

れ
る
の
も
魅
力
だ
。

　
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
、
カ
ッ
プ

ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー

「
展
望
フ
ロ
ア
」
な
ど
と
合

わ
せ
て
、
み
な
と
み
ら
い
地

区
の
修
旅
自
由
行
動
に
適
し

た
場
所
と
い
え
る
。

　
エ
ス
・
デ
ー
は
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
の
創
始
者
、
故
剣
重

和
宗
氏
の
遺
志
を
受
け
継

ぎ
、
「
多
く
の
人
々
に
芸
術

へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、豊
か
な
心
を
育
成
す
る
」

こ
と
を
社
是
に
、
展
示
会
の

開
催
な
ど
国
内
外
で
活
動
を

続
け
て
い
る
。

　
▽
横
浜
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

ク
ル
ー
ズ
は
、
神
奈
川
県
横

浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
２

の
２
の
１
、
横
浜
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
プ
ラ
ザ
４
階
。
☎
０
４

５
（
２
６
４
）
９
２
４
０
。

不
定
休
で
、
午
前

時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
営
業
。
入
場

料
大
人
７
０
０
円
、
中
学
生

以
下
５
０
０
円
。

　
東
京
・
お
台
場
に
あ
る

「
東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷

宮
館
」
は
、
江
戸
を
テ
ー
マ

に
し
た
和
風
の
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
や
人
気
作
を
展
示
す
る

体
験
型
の
美
術
館
。
東
京
屈

指
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
お
台

場
の
中
心
（
デ
ッ
ク
ス
東
京

ビ
ー
チ
）
に
あ
り
、
多
く
の

一
般
客
や
修
学
旅
行
客
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　
迷
宮
館
を
運
営
す
る
エ
ス

・
デ
ー
（
本
社
＝
栃
木
県
那

須
郡
）
は
昨
年
、
Ａ
Ｒ
（
拡

張
現
実
）
と
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
た
ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
専
用
ア
プ
リ
「
Ｔ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ａ
Ｒ
（
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ル
）
」
を
リ
リ
ー
ス
。

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
新
た
な

楽
し
み
方
を
提
案
し
て
い

る
。

　
こ
れ
ま
で
の
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
と
い
え
ば
、
作
品
の
前

で
ポ
ー
ズ
を
取
り
、
絵
と
一

体
と
な
っ
た
面
白
い
写
真

（
静
止
画
）
を
撮
る
こ
と
が

楽
し
み
方
の
主
流
だ
っ
た
。

　
今
回
リ
リ
ー
ス
し
た
ア
プ

リ
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
画

面
に
Ａ
Ｒ
対
応
の
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
作
品
を
映
す
と
、
静

止
画
の
ア
ー
ト
が
画
面
の
中

で
動
き
出
す
と
い
う
も
の
。

　
例
え
ば
参
観
者
が
グ
ラ
ス

に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
、
ド
ラ

キ
ュ
ラ
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま

い
そ
う
に
な
る
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
で
は
、
絵
の
ド
ラ
キ
ュ

ラ
が
動
い
て
グ
ラ
ス
を
割
っ

た
り
、中
の
人
が
煙
に
な
り
、

そ
の
あ
と
コ
ウ
モ
リ
に
な
っ

た
り
す
る
面
白
い
動
画
が
撮

れ
る
。

　
ア
プ
リ
は
無
料
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
が
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
持
た
な
い
修
学

旅
行
生
に
は
同
館
ス
タ
ッ
フ

が
端
末
を
使
っ
て
体
験
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
お
り
、
誰
も
が

面
白
さ
を
体
感
で
き
る
。

　
東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷

宮
館
は
「
華
や
か
な
江
戸
の

彩
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
色

彩
豊
か
で
親
し
み
や
す
い
モ

チ
ー
フ
の
和
風
な
作
品
を
数

多
く
展
示
し
て
い
る
。

　
「
愉
快
な
忍
者
と
お
化
け

エ
リ
ア
」
で
は
、
忍
者
や
お

化
け
た
ち
が
来
場
者
を
お
出

迎
え
。
隠
し
扉
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ト
リ
ッ
ク
も
仕
掛
け
ら

れ
て
い
る
。

　
「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
名
作

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
は
、
過
去
の

名
作
か
ら
最
新
作
ま
で
、
人

気
作
品
を
集
め
て
展
示
。

「
脳
ト
レ
コ
ー
ナ
ー
」に
は
、

ク
イ
ズ
作
品
や
人
気
の
隠
し

絵
を
展
示
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
も
楽
し
い
作
品
ぞ

ろ
い
で
、
修
学
旅
行
生
が
楽

し
く
観
覧
、
体
験
で
き
る
と

と
も
に
、
錯
覚
の
不
思
議
を

学
ぶ
学
習
効
果
も
備
え
て
い

る
。「
楽
し
む
」と「
学
ぶ
」

を
同
時
に
体
験
で
き
る
修
学

旅
行
に
最
適
な
目
的
地
と
い

え
る
。

　
▽
東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

迷
宮
館
は
、
東
京
都
港
区
台

場
１
の
６
の
１
、
デ
ッ
ク
ス

東
京
ビ
ー
チ
シ
ー
サ
イ
ド
モ

ー
ル
４
階
。
☎
０
３
（
３
５

９
９
）
５
１
９
１
。
不
定
休

で
、
午
前

時
か
ら
午
後
９

時
ま
で
営
業
。
入
場
料
大
人
千
円
、
中
学
生
以
下
６
０
０

円
。

　
国
際
観
光
都
市
の
岐
阜
県

高
山
市
は
、
国
内
外
か
ら
の

観
光
客
だ
け
で
な
く
、
教
育

旅
行
先
と
し
て
学
校
か
ら
も

注
目
を
集
め
て
い
る
。
２
０

１
６
年
度
は
、
小
中
高
等
学

校
な
ど
計

校
を
受
け
入
れ

た
。
多
彩
な
歴
史
・
文
化
や

観
光
資
源
、
体
験
型
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
紹
介
し
よ
う
。

　

年

月
に
高
山
祭
の
屋

台
行
事
を
含
む
全
国
の
「
山

・
鉾
・
屋
台
行
事
」

件
が

念
願
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
高
山

祭
と
は
、
毎
年
４
月
に
開
催

さ
れ
る
日
枝
神
社
の
例
祭

「
山
王
祭
」（
春
の
高
山
祭
）

と
、
毎
年

月
に
開
催
さ
れ

る
櫻
山
八
幡
宮
の
例
祭
「
八

幡
祭
」
（
秋
の
高
山
祭
）
の

総
称
。
京
都
の
祇
園
祭
や
秩

父
の
夜
祭
と
合
わ
せ
て
日
本

三
大
美
祭
や
日
本
三
大
曳
山

祭
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。

　
見
所
は
、
動
く
陽
明
門
と

も
称
さ
れ
る
絢
爛
豪
華
な
祭

屋
台
（
山
車
）
。
細
か
い
彫

刻
や
き
ら
び
や
か
な
飾
金

具
、
方
向
転
換
す
る
た
め
の

戻
し
車
な
ど
、
祭
屋
台
は
飛

騨
の
匠
の
技
の
集
大
成
だ
。

　
古
代
、
税
（
庸
・
調
）
を

免
除
す
る
代
わ
り
に
、
木
工

技
術
者
を
都
へ
派
遣
す
る
全

国
唯
一
の
制
度
に
「
飛
騨
工

（
ひ
だ
の
た
く
み
）
制
度
」

が
あ
る
。
飛
騨
人
の
優
れ
た

木
工
技
術
を
中
央
政
府
が
都

の
造
営
に
利
用
し
た
も
の

で
、
そ
の
優
れ
た
木
工
技
術

者
の
こ
と
を
現
代
に
至
る
ま

で
飛
騨
匠
と
呼
ん
で
い
る
。

　
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
「
飛
騨

匠
の
技
・
こ
こ
ろ
　

木
と

と
も
に
、
今
に
引
き
継
ぐ
１

３
０
０
年

」
が
、

年
に

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

　
高
山
市
の
人
気
観
光
ス
ポ

ッ
ト
は
、
上
三
之
町
を
中
心

と
し
た
「
古
い
町
並
」
と
呼

ば
れ
る
エ
リ
ア
だ
。
江
戸
時

代
後
期
か
ら
明
治
期
の
町
家

が
立
ち
並
び
、
出
格
子
と
こ

げ
茶
色
の
ベ
ン
ガ
ラ
で
塗
ら

れ
た
町
並
み
は
時
代
劇
の
セ

ッ
ト
の
よ
う
な
雰
囲
気
。
国

の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
古
い
町
並
と
そ
の
周
辺
に

は
見
所
が
集
ま
っ
て
い
る
。

国
内
で
唯
一
現
存
す
る
「
高

山
陣
屋
」
（
国
指
定
史
跡
）

や
、
金
森
氏
ゆ
か
り
の
寺
社

が
並
ぶ
「
東
山
寺
院
群
」
、

秋
の
高
山
祭
の
屋
台
が
通
年

展
示
し
て
あ
る
「
高
山
祭
屋

台
会
館
」
な
ど
が
人
気
だ
。

　
「
飛
騨
の
里
」
は
、
世
界

遺
産
「
白
川
郷
」
な
ど
か
ら

移
築
し
た
合
掌
造
り
や
榑
葺

き
屋
根
の
民
家
な
ど

数
棟

が
建
ち
並
ぶ
民
家
の
博
物

館
。
田
ん
ぼ
や
畑
、
池
な
ど

昔
の
農
山
村
風
景
を
再
現
し

て
い
る
。

　
建
物
内
に
は
、
昔
の
農
山

村
の
生
産
・
生
活
用
具
が
数

多
く
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
わ
ら
細
工
や
刺
し
子
、

機
織
り
な
ど
の
実
演
、
田
植

え
や
稲
刈
り
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
な
ど
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン

ト
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
高
山
市
は
約
９
割
が
森
林

と
い
う
豊
富
な
地
域
資
源
を

生
か
し
た
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
農
山
村
体
験
型
観

光
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

農
業
や
自
然
、
生
活
文
化
、

食
文
化
、
環
境
活
動
な
ど


種
類
以
上
に
及
ぶ
体
験
メ
ニ

ュ
ー
を
用
意
。
農
家
民
宿
に

泊
ま
り
な
が
ら
、
地
元
の
人

た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、
自
然
と

と
も
に
生
き
る
知
恵
を
学
ぶ

機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

　
北
陸
で
の
修
学
旅
行
を
Ｐ

Ｒ
す
る
旅
行
会
社
向
け
の
説

明
会
が
３
月

日
、
東
京
都

渋
谷
区
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
本
社

ビ
ル
で
開
か
れ
た
＝
写
真
。

主
催
は
富
山
県
、
石
川
県
、

福
井
県
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
金
沢

支
社
、
北
陸
経
済
連
合
会
。

２
０
２
０
年
度
の
修
学
旅
行

の
誘
致
に
向
け
て
、
観
光
素

材
を
紹
介
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
や
商
談
会
が
行
わ

れ
た
。

　
北
陸
３
県
の
自
治
体
や
観

光
協
会
、
宿
泊
施
設
、
観
光

施
設
な
ど
約

人
が
参
加
。

旅
行
会
社
は
、
首
都
圏
の
９

社
の
教
育
旅
行
担
当
者
約


人
が
来
場
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
し
た
富
山
県
首
都
圏
本

部
の
稲
場
実
副
本
部
長
は

「
北
陸
を
修
学
旅
行
先
と
し

て
見
た
時
、
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
施
設
、
豊
か
な
自
然
、
も

の
づ
く
り
産
業
か
ら
成
る
産

業
観
光
、
伝
統
と
歴
史
あ
る

街
並
み
、
農
家
民
泊
や
漁
家

民
泊
な
ど
の
魅
力
が
あ
る
。

北
陸
の
魅
力
を
一
体
と
な
っ

て
ご
提
案
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
営
業
本
部
の

水
田
雅
博
担
当
部
長
は
「
北

陸
の
修
学
旅
行
誘
致
の
ポ
イ

ン
ト
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
は

北
陸
３
県
の
連
携
。
さ
ま
ざ

ま
な
魅
力
が
そ
ろ

い
、
ま
と
ま
っ
て
情

報
発
信
し
て
い
る
。

二
つ
目
は
Ｊ
Ｒ
西
日

本
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

連
携
。
輸
送
面
、
販

売
面
で
し
っ
か
り
連

携
を
と
っ
て
い
く
。

そ
し
て
三
つ
目
が
、

旅
行
会
社
と
地
域
、

Ｊ
Ｒ
の
連
携
だ
。
旅
行
会
社

に
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
一

人
で
も
多
く
の
学
生
に
来
て

も
ら
い
、
学
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　
北
陸
３
県
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
で
は
、
特
に
お
薦

め
の
観
光
素
材
が
紹
介
さ
れ

た
。
石
川
県
は
、
加
賀
温
泉

郷
の
旅
館
で
接
客
の
プ
ロ
か

ら
お
も
て
な
し
、
作
法
、
マ

ナ
ー
な
ど
を
学
ぶ
「
お
も
て

な
し
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な

ど
。
富
山
県
は
、
地
域
の
伝

統
工
芸
、鋳
物
の
メ
ー
カ
ー
、

能
作
（
高
岡
市
）
で
工
場
見

学
、
作
業
体
験
が
で
き
る
キ

ャ
リ
ア
体
験
な
ど
。
福
井
県

は
、
森
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
ツ
リ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
い
け
だ
」
（
池

田
町
）
で
の
林
業
体
験
や
、

ゲ
ー
ム
、
課
題
解
決
活
動
を

通
じ
た
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。


